
　市民活動をしている人、したい人を伴走支援する「福津市未来共創センター」が主催する「場
づくりファシリテーター実践塾　BA-School（バスクール）」の第1期がスタートしました。
　人が集まり、語り合う場をつくる。その場があることで出会い、きっかけや仲間が生まれ、
そこから暮らしを豊かにする新たなつながりが生まれることを期待しています。

　第1期生となる令和４年度の参加者は22人。定員
15人を大幅に超える参加となりました。皆さん市内
在住で、男女比はほぼ半々。年齢は40代が4割を占め
ていますが、20～60代まで幅広い世代の人が参加さ
れています。属性もコミュニティスクールを経験し
た大学生、最近移住してきた会社員、専業主婦など、
多様な人たちが参加しています。
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どんな人が参加しているの？どんな人が参加しているの？

　市ではすでに数多くのまちづくりの活動が行われ
ています。その中で高年齢化や担い手不足の声も少
なくありません。一方で、近年若い世代の市民が増
加していますが「地域にどうやってつながって良い
か分からない」という声もあります。そこで、バスクー
ルでは地域の担い手となる仲間を増やし、人が集い
たくなる場づくりのコツを学び、実際にみんなで小

バスクールって何？バスクールって何？
さく実践して自信をつけていくプログラムを提供
します。今年度は９月から翌年２月まで全６回の
講座で進めています。場づくりのコツとして、み
んなが安心して語り合える対話の重要性や対話を
促進するための技術（ファシリテーション）、さら
には人を集めるためのチラシづくり方法などを学
んでいきます。

　最近ではウェルビーイング（身体的・精神的・社会的に満たされている状態）という概
念が社会的に重要な要素となっていて、まちづくりにおいても住民一人一人が楽しく生
きがいを持って地域に関わることがその実現には重要だと考えられています。
　小さなことで良いので自分の好きなことを出発点に地域に求められている事をやって
みる。そうやってそれぞれの心の中にあるリーダーシップの種を発芽させ、少しだけで良
いのでまちの中で役割を果たすことがこれからの時代は大切になってくるでしょう。
　その意味においてキッカケラボの設置やバスクールの取り組みは時代の最先端を行っ
ていると言えます。このすてきな取り組みをぜひ応援させてください。

バスクール、応援していますバスクール、応援しています

望月 啓太郎さん
　地域コミュニティに興味が
あり、福津への移住を機に地域
の人たちと共にできる活動を
見つけたくて、参加しました。
同じ地域に暮らす、とても熱い
想いを持っている人たちが集
まっていて、毎
回とても楽し
く、わくわく
する時間を過
ごせています。

小薗 颯さん
　多世代の人と関わるコミュニ
ケーション力を身に付けたい、
まちの人が求めていることを知
りたいと考え、参加しました。自
分にはない考え方に触れること
ができ、刺激を受けています。こ
の経験を生かし
て、まちに貢
献できる場を
作っていきた
いです。

具体的にどのようなことをしているの？具体的にどのようなことをしているの？
　9月10日の第1回を皮切りに、現在までに5回の講座が終了しました。山口覚さん（津屋崎ブランチ代表・
LOCAL＆DESIGN株式会社）が伴走役を担い、人が集いたくなる場づくりのコツについて、対話と学びを
重ね、そこから実践する４つのプロジェクトが誕生しました。最終回となる「バスクール交流会＆発表会」に
向けて、チームごとに小さな実践が進められています。

◀坂倉杏介さん　第４回ゲストティーチャー／東京都市大学都市生活学部准教授、
　　　　　　　　　 慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科特任准教授

第1回　9月10日　導入・チームづくり
参加者同士の顔合せ後、「良い場」を考えることを通し、
対話とファシリテーションについて学ぶ。

第2回　9月13日　まちの現状のインプット
市職員から市の現状と課題、施策などの説明を受け、
まちの現状を知る。

第3回　9月20日　SDGs体験
ゲームと座学を通し、SDGｓと持続可能なまちの実現
のために必要なことの理解を深める。

第4回　10月8日　やりたいことプレゼン
実践に向けて、自分のやりたいことを企画しプレゼン。
コミュニティマネジメントを専門とする東京都市大学・
坂倉杏介准教授とともに、企画内容を精査。

第5回　10月23日　プロジェクトの具体化
自分のやりたいことの中から、実践に向けて、数人の
チームをつくり、企画を具現化する。

中村 慈恵さん
　ファシリテーションを学びた
いと思って参加しました。座学だ
けでなく、実践しながら身に付け
ていくことに驚きました。また、
回を重ねるごとに同期との会話
も弾み、福津にどんな暮らしがあ
るのか、暮らしに
対する想いと共
に、知ることが
できるのも楽し
み一つです。

バスクール1期生の声バスクール1期生の声

　プロジェクトの発表会と、1期生と来場者との交流会を開催します。自治体と連携した
ユニークなプロジェクトを数多く実践している株式会社ホーホゥ代表取締役の木藤亮
太さんを特別ゲストに招き、市民活動がさらに豊かになるアイデアをいただきます。
　多くの市民の皆さんにも参加いただき、新たな出会いが生まれる場にしたいと考えて
います。皆さんのご参加お待ちしています。

日時　令和５年２月11日（土・祝）午後1時30分～午後4時30分
場所　宮司コミュニティセンター　多目的ホール
託児　2月 2日（木）までに市未来共創センターへご連絡ください
問い合わせ　市未来共創センター「キッカケラボ」☎42・9071

バスクール交流会＆発表会のお知らせバスクール交流会＆発表会のお知らせ

スタート！

令和5年2月11日（土・祝）開催 性　別

男性
40．91％

女性
59．09％

年代別

20代 9．09％

30代
22．73％

40代
40．91％

50代
13．64％

60代以上
13．64％

◀木藤亮太さん　株式会社ホーホゥ代表取締役
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